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Ⅰ　

公
益
目
的
事
業

（
公
１
）�

高
等
学
校
教
育
を
振
興
す
る
た
め
の
奨
学
金
及
び
高
校
独

自
の
教
育
特
別
授
業
へ
の
助
成
金

�　

高
等
学
校
教
育
の
振
興
と
学
力
向
上
に
寄
与
し
、
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
を
育
成
し
、
わ
が
国
の
教
育
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

ア　

奨
学
金
（
公
募
）

�　

勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
公

立
高
等
学
校
生
徒
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
。

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
奨
学
金
」　　

月
額　

１
０
、０
０
０
円

・�

京
都
公
立
高
校
17
校
か
ら
43
名
の
応
募
が
あ
り
、
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
よ
り
慎
重
に
審
議
し
、
８
校
14
名
（
３

年
生
６
名
、
２
年
生
８
名
）
を
選
出
し
、
理
事
会
の
議
を
経
て

こ
れ
ら
の
生
徒
へ
の
奨
学
金
給
付
を
決
定
し
、
給
付
を
実
施
し

た
。

　

イ　

教
育
研
究
の
支
援
（
公
募
）

�　

高
校
独
自
の
教
育
特
別
事
業
と
し
て
、
①
授
業
内
容
の
向
上
を
め
ざ

す
研
究�

②
教
員
の
資
質
向
上
を
め
ざ
す
研
究
に
対
し
て
必
要
資
金
の

一
部
を
助
成
す
る
。
１
件
20
万
円
以
内
で
、
２
件
を
限
度
と
す
る
。

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
教
育
研
究
支
援
助
成
費
」

・�

令
和
２
年
度
教
育
研
究
支
援
助
成
費
は
、
左
記
の
２
校
に
対
し
各

５
万
円
の
給
付
を
実
施
し
た
。

　

�

京
都
市
立
銅
駝
美
術
工
芸
高
等
学
校　
「
ｉ
Ｐａ
ｄ
を
活
用
し
た
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
（
学
び
の
記
録
）
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例
の
共
有
化
」

　

�

京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校　
「
生
徒
の
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
自
発

的
な
育
成
を
促
す
探
究
学
習
の
開
発
」

（
公
２
）�

高
齢
者
福
祉
及
び
国
際
相
互
理
解
の
促
進
に
資
す
る
た
め

の
芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

�　

高
齢
者
福
祉
、
留
学
生
支
援
な
ど
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
担
い
手
の
育
成
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
す
る
。

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

・�

令
和
２
年
度
文
化
教
室
は
、緊
急
事
態
宣
言
発
出
中
は
休
講
と
し
、

解
除
後
は
各
講
師
の
判
断
に
ま
か
せ
、
身
体
的
な
接
触
が
多
い

書
道
、
茶
道
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
る
ま
で
休
講
、
三
密
が
避

け
ら
れ
る
分
野
で
は
開
講
し
た
。

　
　

茶
道
教
室　
　

講
師　
　

吉
田　

宗
翠　
（
月
１
回
）　

休
会

　
　

華
道
教
室　
　

講
師　
　

中
谷　

豊
甫　
（
月
２
回
）　

休
会

令
和
２
年
度　

公
益
社
団
法
人 

京
都
鴨
沂
会 

事
業
報
告
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謡
曲
教
室　
　

講
師　
　

岡
田　

美
保
子
（
月
２
回
）

　
　

書
道
教
室　
　

講
師　
　

嶋　
　

映
子　

（
月
１
回
）

　
　

絽
ざ
し
教
室　

講
師　
　

北
村　

悠
紀
子
（
月
２
回
）

　
　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　
　

ユ
ミ
コ　

レ
イ
モ
ミ
（
月
２
回
）

　

イ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

�　

学
習
効
果
を
地
域
に
還
元
す
る
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主
的
に
創
り

あ
げ
る
活
動
の
、
側
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
本
会
が
行
う
。

・�

令
和
２
年
度
は
、
地
域
活
性
化
グ
ル
ー
プ
活
動
の
自
粛
に
よ
り
、

助
成
費
へ
の
応
募
が
な
か
っ
た
。

　

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

�　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
と
実
践
の
た
め
の
福
祉
教
育
お
よ

び
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
費
」

・�

令
和
２
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
要
請
す
る
施
設
の
方

で
外
部
の
人
の
受
け
入
れ
を
制
限
す
る
状
態
が
続
き
、
例
年
40

件
に
及
ぶ
福
祉
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要

員
の
派
遣
と
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

エ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
伝
統
文
化
の
育

成
に
寄
与
し
、
生
活
適
応
上
の
指
導
助
言
な
ど
留
学
生
支
援
に
よ
り
国

際
理
解
を
深
め
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

　
　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」　

　
　
「
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」　

　
　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

・�

令
和
２
年
度
は
、
外
国
人
留
学
生
の
出
入
国
が
制
限
さ
れ
て
い

る
た
め
該
当
者
が
な
く
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

（
公
３
）
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
公
開
講
演

　

地
域
の
文
化
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
教
育
を
普
及
し
地
域

包
括
高
齢
者
福
祉
に
貢
献
す
る
。

　
　
「
教
養
講
座
」

・�

令
和
２
年
度
の
第
52
回
教
養
講
座
、
第
53
回
教
養
講
座
は
、
感

染
症
対
策
と
し
て
集
会
を
自
粛
し
、
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

（
公
４
）
文
化
芸
術
及
び
生
涯
学
習
支
援
等
の
情
報
提
供

　

公
益
法
人
と
し
て
の
事
業
活
動
の
一
般
へ
の
開
示
の
目
的
に
加
え

て
、
伝
統
文
化
、
芸
術
、
環
境
、
福
祉
に
関
す
る
論
文
を
有
識
者
に
よ

る
編
集
委
員
会
に
よ
り
編
集
し
、
文
化
芸
術
及
び
生
涯
学
習
支
援
の
た

め
の
情
報
提
供
と
共
に
教
育
史
、
女
性
史
の
資
料
と
し
て
文
化
振
興
に

貢
献
す
る
。

　

ア　

鴨
沂
会
誌
157
号
刊
行

　

令
和
２
年
度
刊
行
の
鴨
沂
会
誌
157
号
に
は
、
教
養
講
座
の
論
文
、
高

校
奨
学
生
の
作
文
、
伝
統
文
化
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
本
年
度

の
公
益
目
的
事
業
の
結
果
を
掲
載
し
た
。

　

イ　

会
誌
お
よ
び
史
料
の
保
存
管
理

　

明
治
20
年
以
来
の
150
冊
を
超
え
る
鴨
沂
会
誌
全
巻
と
と
も
に
編
集
資

料
の
保
存
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

会
報
の
刊
行
そ
の
他
会
員
向
け
事
業

　

ア　

鴨
沂
会
報
第
16
号
の
発
行
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法
人
活
動
及
び
会
員
の
近
況
を
会
員
へ
報
告
す
る
目
的
で
会
報
を
編

集
し
、
全
会
員
に
配
布
す
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
会
報
編
集
業
務
が
行
わ

れ
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
刊
行
し
た
。

　

イ　

会
員
総
会
の
開
催

　

法
人
活
動
の
報
告
の
た
め
に
第
130
回
京
都
鴨
沂
会
年
会
に
お
い
て
会

員
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度
は
、
感
染
症
防

止
の
た
め
開
催
を
自
粛
し
た
。

Ⅲ　

収
益
事
業

　

ホ
ー
ル
、
会
議
室
及
び
駐
車
場
の
賃
貸

　

鴨
沂
会
館
の
ホ
ー
ル
及
び
会
議
室
等
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
室
内
楽
、

コ
ー
ラ
ス
、
舞
踏
な
ど
の
常
設
練
習
場
、
講
演
会
、
会
議
、
伝
統
芸
能

の
教
室
な
ど
文
化
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
者
の

便
宜
と
安
全
の
た
め
駐
車
場
を
整
備
し
一
般
の
利
用
に
供
し
た
。

　

�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
鴨
沂
会
館
の
貸
室

閉
鎖
」

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し

て
、
施
設
の
使
用
に
は
〝
三
密
〟
を
避
け
、
手
指
消
毒
、
体
温
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
始
め
た
が
、
京
都
府
へ
の
感
染
拡
大
に
伴

い
高
齢
者
の
参
加
が
多
数
を
占
め
る
施
設
使
用
の
自
粛
に
は
限
界
を
感

じ
、
３
月
１
日
に
は
鴨
沂
会
館
を
休
館
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
集
会
の
開
催

を
中
止
し
た
。
３
月
25
日
〜
31
日
は
一
時
再
開
し
た
が
、
４
月
１
日
か

ら
再
度
休
館
と
し
た
。
４
月
16
日
〜
５
月
31
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
及
び
出
勤
者
数
の
７
割
削
減
が
要
請

さ
れ
た
。

　

６
月
８
日
よ
り
事
業
再
開
を
目
指
し
て
鴨
沂
会
館
の
特
別
清
掃
と
感

染
症
防
止
対
策
を
講
じ
て
鴨
沂
会
館
の
利
用
を
再
開
し
た
。
令
和
３
年

１
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
再
び
拡
大
し
、
１
月
14
日
か

ら
２
月
28
日
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
至
っ
た
が
、
会
館
の
十
分

な
感
染
症
対
策
を
実
施
し
、
利
用
者
に
も
感
染
防
止
対
応
を
求
め
て
業

務
を
継
続
し
た
。
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令
和
２
年
度
理
事
会
及
び
社
員
総
会
議
事
録
概
要

第
１
回
理
事
会　

令
和
２
年
４
月
25
日
（
土
）
書
面
会
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
り
４
月
16
日
に
発
出

さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
６
日
以
降
継
続
さ
れ
る
場
合
は
鴨

沂
会
館
休
館
を
継
続
す
る
。

令
和
元
年
度
監
査
委
員
会　

令
和
２
年
５
月
10
日
（
日
）

鴨
沂
会
館
に
お
い
て
監
事
及
び
公
認
会
計
士
に
よ
っ
て
令
和
元
年

度
事
業
・
会
務
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
の
監
査
が
行
わ
れ
た
。

第
２
回
理
事
会　

令
和
２
年
５
月
10
日
（
日
）

１　

令
和
元
年
度
事
業
・
会
務
報
告
書
の
承
認

２　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
の
承
認

３　

令
和
２
・
３
年
度
代
議
員
選
挙
の
延
期

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
中
の
た
め
、
代
議

員
選
挙
は
延
期

４　

令
和
２
年
度
臨
時
社
員
総
会
の
開
催
の
延
期

緊
急
事
態
宣
言
中
の
た
め
、
新
年
度
代
議
員
の
承
認
と
役

員
選
挙
を
実
施
す
る
臨
時
社
員
総
会
を
延
期
す
る
。
そ
の

間
、
現
在
の
代
議
員
、
理
事
、
監
事
は
会
務
を
継
続
し
て

担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

５　

��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
中
の
収
益

事
業
の
休
止
の
確
認

京
都
府
の
方
針
に
従
う
こ
と
と
し
、
５
月
末
ま
で
休
止
す

る
こ
と
と
し
た
。

６　

�

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
、
パ
ソ
コ
ン
、W

i-Fi

ル
ー
タ
ー
の

購
入
の
承
認

法
人
業
務
専
用
Ｅ
－
メ
ー
ル
：
鴨
沂
会
事
務jim

@
ohki-

kai.org

の
設
定
を
承
認

７　

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て

持
続
化
給
付
金
（
法
人
は
最
大
200
万
円
）

京
都
府
中
小
企
業
者
等
支
援
補
助
金
（
20
万
円
）

令
和
元
年
度
定
時
社
員
総
会　

令
和
２
年
５
月
28
日
（
木
）

�

　

書
面
会
議

第
１
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
に
基
づ
き
、
公
益
目
的
事
業
、
収
益

事
業
、
会
員
へ
の
相
互
扶
助
事
業
の
令
和
元
年
度
業
務
及
び
会

令
和
２
年
度　

公
益
社
団
法
人 

京
都
鴨
沂
会 

会
務
報
告



鴨沂会誌　158　2021　50

務
に
つ
い
て
書
面
に
て
審
議
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案
は
書
面
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

第
２
号
議
案　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告

令
和
元
年
度
公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
収
支
決
算
報
告
書
に

基
づ
き
、
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産
計
算
書
が
文
書
に
て
審

査
さ
れ
、
公
益
事
業
費
比
率
、
内
部
留
保
金
と
も
に
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
は
書
面
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

報
告
１　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
は
書
面
に
て
報
告

報
告
２　

令
和
２
年
度
収
支
予
算
は
書
面
に
て
報
告

議
事
録
署
名
人
：�

家
森　

幸
男　
　
　

村
山　

敦　
　

�
�

矢
島　

芳
枝

議
事
録
作
成
者
：
佐
々
木　

佳
継

第
３
回
理
事
会　

令
和
２
年
５
月
28
日
（
木
）

１　

令
和
２
年
度
代
議
員
選
挙
の
件

７
月
末
に
代
議
員
選
挙
を
告
示
、
８
月
末
に
投
票

２　

令
和
２
年
度
臨
時
社
員
総
会
の
件

日
程
：
令
和
２
年
９
月
10
日
（
木
）

開
催
方
法
：
書
面
会
議

３　

収
益
事
業
の
再
開
の
件

京
都
府
の
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
う
こ
と
を

基
本
と
し
、
会
館
利
用
に
は
感
染
予
防
の
留
意
事
項
の
遵

守
を
条
件
と
す
る
。

４　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
各
種
支
援
の
申
請

文
化
庁
令
和
２
年
度
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
施

設
の
感
染
症
防
止
対
策
事
業
）
を
申
請

感
染
症
予
防
事
業
お
よ
び
業
務
再
開
に
伴
う
環
境
整
備
事

業

５　

奨
学
金
募
集
期
間
の
延
長

６
月
１
日
ま
で
高
校
の
休
校
措
置
の
継
続
に
伴
い
、
奨
学

金
募
集
期
間
を
６
月
30
日
ま
で
に
延
長

第
４
回
理
事
会　

令
和
２
年
７
月
４
日
（
土
）

１　

�

文
化
庁
補
助
金
「
鴨
沂
会
館
の
感
染
症
防
止
対
策
事
業
」

１
、４
３
５
、４
３
７
円
の
１
／
２
、
７
１
６
、０
０
０
円
の

交
付
決
定

２　

合
唱
団
・
吹
奏
楽
団
の
貸
室
使
用
の
条
件

「
感
染
症
影
響
下
で
の
合
唱
練
習
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

遵
守
を
要
請

３　

教
育
支
援
助
成
費
は
２
件
採
択
、
各
５
万
円
の
支
給
を
決
定

４　

�

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
換
気
用
の
網
戸
の
設
置
を
田
中
工
務

店
に
発
注

５　
�W
i-Fi

ル
ー
タ
ー
の
設
置
が
完
了
し
、
全
館
でW

i-Fi

使
用
が

可
能
と
な
る
。

６　

文
化
教
室
再
開
の
対
応
は
、
各
講
師
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
。

第
５
回
理
事
会　
　

令
和
２
年
９
月
12
日
（
土
）

１　

令
和
２
・
３
年
度
代
議
員
選
挙
の
件　

選
挙
管
理
委
員
会
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代
議
員
選
挙
告
示
７
月
20
日
、
投
票
８
月
20
日
、
開
票
８

月
23
日

２　

�
鴨
沂
会
館
の
特
別
清
掃
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
の
設
置
等
の
感
染

防
止
事
業
の
終
了
報
告

３　

�

持
続
化
給
付
金
200
万
円
、
京
都
府
支
給
金
20
万
円
の
交
付
が

決
定
す
る
。

４　

�「
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
定
期
報
告
制
度
」
に
基
づ
き
建
築

物
や
建
築
設
備
等
の
定
期
点
検
を
行
い
京
都
市
へ
報
告
す

る
。

５　

�

令
和
２
年
９
月
10
日
に
予
定
し
て
い
た
令
和
２
年
度
臨
時
社

員
総
会
を
11
月
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
６
回
理
事
会　

令
和
２
年
９
月
27
日
（
日
）
書
面
会
議

１　

令
和
２
・
３
年
度
代
議
員
31
名
の
承
認

石
田
眞
佐
子　
　

市
川　

珠
子　
　

猪
熊　

兼
勝　
　

川
井　

秀
一���　

川
久
保
尚
子　
　

岸
本　
　

康　
　

北
丸　

幸
子　
　

木
村　
　

正　
　

佐
々
木
佳
継　
　

竹
崎　

陽
子　
　

谷
口　

良
信　
　

辻　
　

英
夫　
　

津
田
ゆ
か
り　
　

土
江
田
曜
子　
　

戸
川　

隆
博　

中
塚　
　

明　
　

西
尾　
　

齊　
　

野
崎　

治
子　
　

福
田　

彩
乃　
　

福
田　
　

健　
　

藤
田　
　

宗　
　

二
井　
　

徹　
　

松
下　
　

勇　
　

村
山　
　

敦　
　

森　
　
　

實　
　

八
木
千
賀
子　
　

矢
島　

芳
枝　
　

安
井　
　

洌　
　

安
田　

行
秀　
　

家
森　

幸
男　
　

吉
川　

能
信�

第
７
回
理
事
会　

令
和
２
年
11
月
８
日
（
日
）

１　

�

令
和
２
年
度
臨
時
社
員
総
会
の
日
程
・
会
議
様
式
と
議
案
の

決
定令

和
２
年
度
臨
時
社
員
総
会
は
書
面
会
議
と
し
、
令
和
２

年
11
月
17
日
に
開
催
す
る
。

議
案　

令
和
２
・
３
年
度
理
事
10
名
・
監
事
３
名
の
選
出

２　

令
和
２
年
度
京
都
鴨
沂
会
奨
学
生
の
承
認

京
都
公
立
高
校
17
校
43
名
の
応
募
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
８

校
14
名
（
３
年
生
６
名
、
２
年
生
８
名
）
を
奨
学
生
と
し

て
採
用
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
２
年
度
臨
時
社
員
総
会　

令
和
２
年
11
月
17
日
（
火
）

�

　

書
面
会
議

議　
　

案　

�

令
和
２
・
３
年
度
公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
理
事

10
名
、
監
事
３
名
の
選
出

郵
便
投
票　

�

役
員
選
挙
告
示
９
月
25
日
、
開
票
10
月
18
日
、
選
任�

11
月
17
日

理
事
10
名
：�

川
井　

秀
一　
　

岸
本　
　

康　
　

佐
々
木
佳
継　

西
尾　
　

齊　
　

野
崎　

治
子　
　

二
井　
　

徹　

村
山　
　

敦　
　

矢
島　

芳
枝　
　

安
井　
　

冽　

家
森　

幸
男

監
事
３
名
：
木
村　
　

正　
　

竹
崎　

陽
子　
　

八
木
千
賀
子

第
８
回
理
事
会　

令
和
２
年
11
月
17
日
（
火
）
書
面
会
議

１　

令
和
２
・
３
年
度
京
都
鴨
沂
会
理
事
会
代
表
理
事
の
選
任

代
表
理
事
（
会　

長
）
家
森　

幸
男
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代
表
理
事
（
副
会
長
）
村
山　
　

敦

代
表
理
事
（
副
会
長
）
矢
島　

芳
枝

２　

令
和
２
年
度
役
員
・
職
員
の
業
務
分
担
の
決
定

第
９
回
理
事
会　

令
和
２
年
１
月
13
日
（
水
）
書
面
会
議

緊
急
事
態
宣
言
発
出
中
は
、
本
会
主
催
の
集
会
は
自
粛
、
収
益
事

業
は
20
時
ま
で
と
し
、
可
能
な
範
囲
で
職
員
の
在
宅
勤
務
及
び
時

差
勤
務
を
認
め
る
。

第
10
回
理
事
会　

令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）

１　

令
和
２
年
度
定
時
社
員
総
会
の
日
程
と
開
催
場
所
の
件

令
和
３
年
５
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
鴨
沂
会
館
で

開
催
す
る
。

第
131
回
京
都
鴨
沂
会
年
会
の
記
念
講
演
、
会
員
総
会
及
び

懇
親
会
の
開
催
は
自
粛
す
る
。

２　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
と
予
算
の
検
討

・
公
益
目
的
事
業

公
１
：�

令
和
３
年
度
奨
学
生
募
集
・
研
究
助
成
の
募
集
保

留
・
大
学
進
学
助
成
の
検
討

公
２
：�

文
化
教
室
編
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
開
催
時

期
及
び
開
催
方
法
の
検
討

公
３
：�

教
養
講
座　

対
面
講
座
とw

eb

講
座
の
開
催
を
検

討　

公
４
：
会
誌
158
号　

６
月
刊
行

・
会
員
向
け
事
業

会
報
17
号　

４
月
刊
行

・
収
益
事
業

使
用
料
金
の
改
定
案
の
決
定

鴨
沂
会
員
の
新
館
１
階
使
用
規
定
は
廃
止

３　

令
和
２
年
度
収
支
の
報
告

コ
ロ
ナ
禍
で
貸
室
事
業
収
入
は
大
幅
減
と
な
っ
た
が
、
補

助
金
な
ど
雑
収
入
増
で
累
計
で
は
、
予
算
減
は
小
幅
と
な

っ
た
。

・�

文
化
庁
令
和
２
年
度
文
化
施
設
の
感
染
症
防
止
対
策
事
業
補

助
金
の
実
績
報
告

補
助
対
象
経
費
１
、４
０
７
、９
６
４
円
の
１
／
２

（
６
９
３
、０
０
０
円
）
に
よ
る
実
績
報
告
書
を
文
化
庁
へ

提
出　

・�

文
化
庁
令
和
２
年
度
文
化
芸
術
活
動
の
継
続
支
援
事
業
補
助

金
の
実
施
報
告�

申
請
額
200
万
円
の
３
／
４
、
150
万
円
の
交
付
、
令
和
２
年

度
75
万
円
、
令
和
３
年
度
75
万
円

経
費
の
内
訳
（
貸
室
料
金
シ
ス
テ
ム
、
貸
室
モ
ニ
タ
ー
設

備
な
ど
）

４　

令
和
３
年
度
職
員
の
雇
用
契
約
と
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
の
件

現
職
員
の
雇
用
を
継
続
し
、
雇
用
条
件
の
改
訂
と
職
員
の

負
担
軽
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
職
員
の
採
用
を
検
討
す
る
。

第
11
回
理
事
会　

令
和
３
年
３
月
29
日
（
月
）
書
面
会
議

１　

令
和
３
年
度
公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
事
業
計
画
の
承
認

２　

令
和
３
年
度
公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
予
算
の
承
認



53　鴨沂会誌　158　2021

令和２年度 公益社団法人 京都鴨沂会 収支決算報告

貸 借 対 照 表 内 訳 表
（令和３年３月31日現在）

科　　　目 公益会計 収益会計 法人会計 内部取引 合計

Ⅰ　資産の部

流動資産

現金 7,357� 102,730� 110,087�

郵便貯金 367,355� 1,195,395� 1,562,750�

流動資産合計 374,712� 1,298,125� 1,672,837�

固定資産

⑴基本財産 0�

基本財産 27,385,495� 24,798,455� 52,183,950�

基本財産合計 27,385,495� 24,798,455� 52,183,950�

⑵特定資産

建物維持引当資産 31,964,828� 39,068,122� 0 71,032,950�

特定資産合計 31,964,828� 39,068,122� 0� 71,032,950�

⑶その他固定資産 0�

建物 12,077,724� 10,735,755� 4,025,908 26,839,387�

建物附属設備 150,674� 133,932� 50,224 334,830�

什器備品 789,689� 701,945� 263,229 1,754,863�

電話加入権 72,800� 72,800�

その他固定資産合計 13,090,887� 11,571,632� 4,339,361� 29,001,880�

固定資産合計 72,441,210� 75,438,209� 4,339,361� 152,218,780�

資産合計 72,815,922� 76,736,334� 4,339,361� 153,891,617�

Ⅱ　負債の部

流動負債

未払金 7,000� 176,800� 183,800�

預り金 61,821� 0 61,821�

未払法人税等 492,200 492,200�

流動負債合計 68,821 669,000 737,821�

負債合計 68,821� 669,000 737,821�

Ⅲ　正味財産の部 0�

一般正味財産 72,747,101� 76,067,334� 4,339,361� 153,153,796�

正味財産合計 72,747,101� 76,067,334 4,339,361 153,153,796�

負債及び正味財産合計 72,815,922� 76,736,334 4,339,361 153,891,617�
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科　　　目 公益会計 収益会計 法人会計 内部取引 合計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１経常増減の部
⑴経常利益
①基本財産運用益 3,208 0 0 3,208

基本財産受取利息 3,208 3,208
②受取会費 547,500 0 0 547,500

正会員受取会費 547,500 0 547,500
③特定財産運用益 0 0 113,269 113,269

特定財産受取利息 0 113,269 113,269
④事業収益 182,500 9,366,727 9,549,227

講習会収入 157,500 67,500 225,000
貸室事業収入 9,299,227 9,299,227
会誌事業収益 25,000 25,000

⑤受取補助金等 1,443,000 2,200,000 3,643,000
受取国庫助成金 1,443,000 2,000,000 3,443,000
受取地方公共団体助成金 200,000 200,000

⑥雑収益 0 1,417,841 0 1,417,841
受取利息 0 0 0 0
雑収入 1,417,841 1,417,841

⑦寄付金収益 656,000 656,000
受取寄付金 656,000 656,000

経 常 収 益 計 2,832,208 12,984,568 113,269 0 15,930,045
⑵経常費用
①事業費

事 業 経 費 9,990,441 9,856,093 19,846,534
給 料 手 当 2,232,791 1,786,232 4,019,023
福 利 厚 生 費 11,112 43,895 55,007
旅 費 交 通 費 95,264 95,264 190,528
通 信 運 搬 費 90,106 355,919 446,025
消耗什器備品費 66,174 261,389 327,563
消 耗 品 費 389,300 1,537,737 1,927,037
修 繕 費 66,401 322,241 388,642
会 誌 発 行 費 808,269 0 808,269
光 熱 水 料 費 438,878 1,178,469 1,617,347
保 険 料 58,451 51,956 110,407
租 税 公 課 914,243 1,478,923 2,393,166
雑 費 32,177 32,177 64,354
広 告 費 0 0 0
減 価 償 却 費 1,972,612 1,753,433 3,726,045
業 務 委 託 費 830,663 958,458 1,789,121
文 化 事 業 費 254,000 0 254,000
教 育 援 助 費 1,730,000 1,730,000

事 業 費 計 9,990,441 9,856,093 19,846,534

正味財産増減計算書内訳表
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）
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科　　　目 公益会計 収益会計 法人会計 内部取引 合計
②管理費 0

給 与 手 当 40,596 40,596
福 利 厚 生 費 556 556
会 議 費 0
光 熱 水 料 費 8,127 8,127
旅 費 交 通 費 47,632 47,632
通 信 運 搬 費 4,505 4,505
租 税 公 課 295,785 295,785
減 価 償 却 費 657,537 657,537
消耗什器備品費 3,309 3,309
消 耗 品 費 19,465 19,465
修 繕 費 1,953 1,953
業 務 委 託 費 7,987 7,987
事 務 委 託 費 1,056,000 1,056,000
保 険 料 19,484 19,484
総 会 費 0 0
慶 弔 費 20,000 20,000
支 払 利 息 0 0
管 理 費 計 0 0 2,182,936 0 2,182,936

経常費用計 9,990,441 9,856,093 2,182,936 0 22,029,470
評損調整前当期経常増減額 △7,158,233 3,128,475 △2,069,667 −6,099,425
評価損益等計 0
当期経常増減額 △7,158,233 3,128,475 △2,069,667 −6,099,425

２経常外増減の部 0
⑴経常外利益 0
経常外収益計 0 0 0

⑵経常外費用 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0
他会計振替額 3,000,000 △3,000,000 0

税引前一般正味財産増減額 △4,158,233 128,475 △2,069,667 −6,099,425
法人税等 492,200 492,200

当期一般正味財産増減額 △4,158,233 △363,725 △2,069,667 −6,591,625
一般正味財産期首残高 70,379,182 86,952,038 2,414,201 159,745,421
一般正味財産期末残高 66,220,949 86,588,313 344,534 153,153,796

Ⅱ　正味財産期末残高 66,220,949 86,588,313 344,534 153,153,796
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財務諸表に対する注記

重要な会計処理方針
　　⑴　固定資産の減価償却方法は定額法による。
　　⑵　消費税の会計処理は税込み処理による。
附属明細書
　　基本財産及び特定財産の増減額及びその残高は、次の通りである。

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

土　　地 45,088,100� 0� 0� 45,088,100�
定期預金 7,095,850� 0� 0� 7,095,850�

0� 0�
小　　計 52,183,950� 0� 0� 52,183,950�

特定財産
預　　金 72,032,950� 0� 1,000,000� 71,032,950�
小　　計 72,032,950� 0� 1,000,000� 71,032,950�
合　　　　計 124,216,900� 0� 1,000,000� 123,216,900

固定資産の取得価額、減価償却累計及び期末残高は、次の通りである。
科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 202,651,536� 175,812,149� 26,839,387�
建物附属設備 43,820,764� 43,485,934� 334,830�
器具及び備品 24,650,180� 22,895,317� 1,754,863�
合　　　　計 271,122,480� 242,193,400� 28,929,080
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財 　 産 　 目 　 録
（令和３年３月31日現在）

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）
現　　金 手元保管 運転資金として 110,087�
預　　金
通常貯金 ゆうちょ銀行 運転資金として 85,583�

ゆうちょ銀行 1,195,395�
ゆうちょ銀行 200,476�

振替貯金 ゆうちょ銀行（会費） 72,926�
ゆうちょ銀行（寄付金) 8,370�

流動資産合計 1,672,837�
（固定資産）
基本財産 土　　地 上京区荒神町・宮垣町 45,088,100�

普通預金 三井住友信託銀行京都支店 河原基金 1,520,000�
定期預金 ダイワネクスト銀行 谷口基金 500,000�

ダイワネクスト銀行 4,650,000�
ダイワネクスト銀行 420,000�

普通預金 三井住友信託銀行京都支店 2,157�
定期預金 みずほ銀行京都中央支店 恩賜金 3,693�
計 52,183,950�

特定資産 定期預金 三井住友信託銀行京都支店 建物維持引当資産・退職給付引当資産 22,000,000�
みずほ銀行京都支店 10,154,601�
ダイワネクスト銀行 4,544,765�
京都中央信用金庫修学院支店 5,070,715�

定額貯金 ゆうちょ銀行 1,000,000�
ゆうちょ銀行 913,000�

金銭信託 みずほ信託銀行京都支店 5,766,421�
債　　券 大和証券京都支店 20,367,300�
通常貯金 ゆうちょ銀行 826,000�
普通預金 三井住友信託銀行京都支店 267,323�

みずほ信託銀行京都支店 10,948�
みずほ銀行京都中央支店 463�
京都銀行出町支店 3,806�
ダイワネクスト銀行 107,608�

計 71,032,950�
その他固定資産 建　　物 564.473㎡�京都市上京区 公益事業、収益事業共用 26,839,387�

建物付属設備 公益事業、収益事業共用 334,830�
什器備品 公益事業、収益事業共用 1,754,863�
電話加入権 72,800�

固定資産合計 152,218,780�
資産合計 153,891,617�
（流動負債）

未払金 消費税 給与・消費税未払い分 183,800�
預り金 源泉所得税 従業員等の源泉所得税預り分 61,821�

未払法人税等 492,200�
流動負債合計 737,821�
（固定負債） 0�
固定負債合計 0�
負債合計 737,821�
正味財産 153,153,796�
負債および正味財産合計 153,891,617�
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公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
は
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、

公
共
の
利
益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
教
育
・
文
化
・
芸
術
の
振

興
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
公
益
目
的
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
令

和
３
年
度
は
、
法
人
業
務
、
公
益
目
的
事
業
、
収
益
事
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
に
よ
る
新
し
い
業
務
環
境
を
整
備
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
に
万
全
を
期
し
、
公
益
社
団
法
人
の
事
業
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
す
る
。

Ⅰ　

公
益
目
的
事
業

（
公
１
）�

高
等
学
校
教
育
を
振
興
す
る
た
め
の
奨
学
金
及
び
高
校
独

自
の
教
育
特
別
授
業
へ
の
助
成
金

　

高
等
学
校
教
育
の
振
興
と
学
力
向
上
に
寄
与
し
、
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
人
材
を
育
成
し
、
わ
が
国
の
教
育
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

ア　

奨
学
金
（
公
募
）

　

勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
公

立
高
等
学
校
生
徒
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
。

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
奨
学
金
」　　
　
　

月
額
１
０
、０
０
０
円�

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
大
学
進
学
支
援
金
」　　

３
０
、０
０
０
円

　

イ　

教
育
研
究
の
支
援
（
公
募
）

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
教
育
研
究
支
援
助
成
金
」　　
　
　
　
　
　

　

高
校
独
自
の
教
育
特
別
事
業
と
し
て
、
①
授
業
内
容
の
向
上
を
め
ざ

す
研
究
、
②
教
員
の
資
質
向
上
を
め
ざ
す
研
究
に
対
し
て
必
要
資
金
の

一
部
を
助
成
す
る
。
1
件
20
万
円
以
内
で
、
2
件
を
限
度
と
す
る
。

（
公
２
）�

高
齢
者
福
祉
及
び
国
際
相
互
理
解
の
促
進
に
資
す
る
た
め

の
芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
目
的
と
す

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
の
た

め
に
伝
統
文
化
や
音
楽
の
講
習
会
を
開
催
し
、
習
得
し
た
知
識
と
手
技

を
活
か
し
て
活
動
す
る
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
高
齢
者
福
祉
お

よ
び
外
国
人
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
し
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
に
貢
献
す
る
。

　

ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

　

高
齢
者
福
祉
、
留
学
生
支
援
な
ど
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
担
い
手
の
育
成
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
す
る
。

　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

　

茶
道
教
室　

華
道
教
室　

書
道
教
室　

香
道
教
室　

絽
ざ
し
教
室

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室　

令
和
３
年
度　

公
益
社
団
法
人 

京
都
鴨
沂
会 

事
業
計
画
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イ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

　

学
習
効
果
を
地
域
に
還
元
す
る
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
主
的
に
創
り

あ
げ
る
活
動
の
側
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
本
会
が
行
う
。

　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
に
協
賛
金
と
し
て
あ
る

い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金
と
し
て
必
要
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
。

　

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
と
実
践
の
た
め
の
福
祉
教
育
お
よ

び
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金
と
し
て
必
要
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
。

　
「
京
都
鴨
沂
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金
」　　

　

エ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
伝
統
文
化
の
教

育
に
寄
与
し
、
生
活
適
応
上
の
指
導
助
言
な
ど
留
学
生
支
援
に
よ
り
国

際
理
解
を
深
め
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」　　
　
　

　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
に
は
、
接
触
を
回
避
で
き
な
い

教
科
は
休
講
し
、
身
体
的
距
離
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
教
科
は
、
感
染

症
対
策
を
行
い
開
講
す
る
。
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

お
よ
び
留
学
生
の
体
験
学
習
会
は
、
高
齢
者
施
設
の
集
会
制
限
お
よ
び

留
学
生
の
移
動
制
限
を
伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

実
施
中
は
活
動
を
制
限
す
る
。

（
公
3
）
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
公
開
講
演

　

学
術
・
芸
術
・
文
芸
・
環
境
・
医
療
・
福
祉
等
に
関
す
る
公
開
講
座

を
開
催
し
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
し
地
域
の
文
化
振
興
に
資

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
教
育
を
普
及
し
地
域
包
括
高
齢
者
福
祉
に
貢
献

す
る
。

教
養
講
座
の
開
催　

第
53
回
・
第
54
回
教
養
講
座
の
開
催

・�

対
面
に
よ
る
講
座
の
開
催
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
検
討
す
る
。

（
公
4
）
文
化
芸
術
及
び
生
涯
学
習
支
援
等
の
情
報
提
供

　

公
益
法
人
と
し
て
の
事
業
活
動
の
一
般
へ
の
開
示
の
目
的
に
加
え

て
、
伝
統
文
化
、
芸
術
、
環
境
、
福
祉
に
関
す
る
論
文
を
有
識
者
に
よ

る
編
集
委
員
会
に
よ
り
編
集
し
、
文
化
芸
術
及
び
生
涯
学
習
支
援
の
た

め
の
情
報
提
供
と
と
も
に
教
育
史
、
女
性
史
の
資
料
と
し
て
文
化
振
興

に
貢
献
す
る
。

　

鴨
沂
会
誌
の
刊
行
及
び
保
存
管
理

「
鴨
沂
会
誌
158
号
の
刊
行
」　　

「
会
誌
お
よ
び
史
料
の
保
存
管
理
」

　

明
治
20
年
以
来
の
150
冊
を
超
え
る
鴨
沂
会
誌
全
巻
と
と
も
に
編
集
資

料
（
歴
史
的
写
真
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
生
徒
の
作
品
、
京

都
府
立
女
学
校
旧
校
舎
、
鴨
沂
高
校
校
舎
の
設
計
図
）
の
保
存
管
理
を

行
う
。

Ⅱ　

会
報
の
刊
行
そ
の
他
会
員
向
け
事
業

　

ア　

鴨
沂
会
報
の
刊
行　

　

法
人
活
動
及
び
会
員
の
近
況
を
会
員
へ
報
告
す
る
目
的
で
編
集
し
、

全
会
員
に
配
布
す
る
。

　

な
お
、
鴨
沂
会
館
史
料
室
に
保
存
し
て
、
閲
覧
可
能
。

「
鴨
沂
会
報
第
17
号
の
刊
行
」　　
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イ　

会
員
総
会
の
開
催

　

法
人
活
動
の
報
告
の
た
め
の
「
京
都
鴨
沂
会
年
会
に
お
け
る
会
員
総

会
」
を
開
催
す
る
。

・�
第
131
回
京
都
鴨
沂
会
年
会
に
お
け
る
会
員
総
会
」の
開
催
は
自
粛
す
る
。

Ⅲ　

収
益
事
業

　

ホ
ー
ル
、
会
議
室
及
び
駐
車
場
の
賃
貸

　

鴨
沂
会
館
の
ホ
ー
ル
及
び
会
議
室
等
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
室
内
楽
、

コ
ー
ラ
ス
、�

舞
踏
な
ど
の
常
設
練
習
場
、
講
演
会
、
会
議
、
伝
統
芸
能

の
教
室
と
し
て
文
化
・
芸
術
活
動
支
援
を
す
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
便

宜
と
安
全
の
た
め
駐
車
場
を
整
備
し
一
般
の
利
用
に
供
す
る
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
緊
急
事
態
宣
言
発
出
時
に
は
、
外
出
の

自
粛
、
催
物
（
イ
ベ
ン
ト
等
）
の
開
催
制
限
、
施
設
の
使
用
制
限
等
の

要
請
に
従
っ
て
ホ
ー
ル
や
会
議
室
の
利
用
を
制
限
す
る
。
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
は
、
感
染
症
対
策
に
留
意
し
、
賃
貸
事
業
を
継
続
す
る
。

・�

公
益
事
業
で
あ
る
自
主
開
催
の
講
演
会
や
文
化
教
室
、
収
益
事
業
で
あ

る
各
種
文
化
団
体
（
合
唱
団
、
交
響
楽
団
、
劇
団
等
）
へ
の
貸
室
事
業

を
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
継
続
出
来
る
よ
う
に
、館
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
、

貸
室
管
理
や
経
理
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
化
を
実
施
す

る
。

Ⅳ　

法
人
業
務

　

ア　

会　

議�

　

定
款
第
４
章
及
び
第
６
章
の
規
定
に
従
っ
て
社
員
総
会
及
び
理
事
会

を
開
催
す
る
。�

　

令
和
２
年
度
定
時
社
員
総
会

　

令
和
３
年
5
月
22
日　

鴨
沂
会
館
に
て
開
催

・�

内
閣
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
公
益
法
人
の
運

営
に
関
す
る
見
解
に
従
っ
て
、
社
員
総
会
の
開
催
時
期
や
開
催
方
法
に

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

理　

事　

会　

10
回　

開
催　

�　

対
面
会
議
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
実
施
す
る
。

　

各
種
委
員
会　

随
時　

開
催　
　

主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
す
る
。

　

イ　

会　

計

　

定
款
第
７
章
の
規
定
に
従
っ
て
基
本
財
産
及
び
運
用
財
産
を
管
理

し
、
年
度
前
に
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
等
を
作
成
す
る
。
事
業
年

度
終
了
後
に
は
、
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
等
を
作
成
し
、
監
事
及

び
公
認
会
計
士
の
監
査
を
受
け
て
所
管
庁
に
報
告
す
る
。

　

ウ　

事　

務

　

法
人
業
務
、
公
益
目
的
事
業
及
び
収
益
事
業
の
事
務
処
理
及
び
鴨
沂

会
館
の
管
理
を
担
当
す
る
。

・�

感
染
症
拡
大
時
期
に
は
事
務
員
は
可
能
な
限
り
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と

し
、
役
員
と
の
連
絡
は
、
電
話
及
び
メ
ー
ル
と
す
る
。

Ⅴ　

鴨
沂
会
館
の
管
理
お
よ
び
整
備

　

本
館
３
階
の
外
階
段
を
整
備
す
る
。
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令和３年度 公益社団法人 京都鴨沂会 収支予算書

収 支 予 算 書 内 訳 表
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（単位：円）
科　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引 合計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部
⑴経常利益
①基本財産運用益 0� 0� 3,000� 0� 3,000�
基本財産受取利息 3,000 3,000�
②特定資産運用益 0� 0� 40,000� 40,000�
特定資産受取利息 0� 40,000 40,000�

③受取会費 1,000,000� 0� 0� 1,000,000�
正会員受取会費 1,000,000� 0 1,000,000�
④事業収益 495,000� 11,280,000� 11,775,000�
講習会収入 450,000� 200,000� 650,000�
貸室事業収入 10,080,000� 10,080,000�
賃貸料収入 1,000,000� 1,000,000�
会誌事業収入 45,000� 45,000�

⑤受取寄付金 500,000� 0� 500,000�
受取寄付金 500,000� 500,000�

⑥雑収益 0� 240,000� 1,500� 241,500�
受取利息 0� 0� 1,500 1,500�
雑収入 0� 240,000� 240,000�

0�
0�

経常収益計 1,995,000� 11,520,000� 44,500� 0� 13,559,500�
⑵経常費用
①事業費

事 業 経 費 0�
給 料 手 当 1,312,500� 2,152,500� 3,465,000�
福 利 厚 生 費 5,625� 9,225� 14,850�
通 信 運 搬 費 65,000� 130,000� 195,000�
消耗什器備品費 6,500� 13,000� 19,500�
消 耗 品 費 91,000� 182,000� 273,000�
修 　 繕 　 費 405,000� 1,087,500� 1,492,500�
製 本 印 刷 費 1,000,000� 0� 1,000,000�
光 熱 水 料 費 740,000� 1,250,000� 1,990,000�
租 税 公 課 1,170,000� 1,040,000� 2,210,000�
旅 費 交 通 費 128,000� 128,000� 256,000�
雑　　　　　費 36,000� 36,000� 72,000�
減 価 償 却 費 2,295,000� 2,040,000� 4,335,000�
損 害 保 険 料 45,000� 40,000� 85,000�
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科　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引 合計
広 　 告 　 費 0� 50,000� 50,000�
業 務 委 託 費 666,000� 1,125,000� 1,791,000�
文 化 事 業 費 1,300,000� 0� 1,300,000�
教 育 援 助 費 1,700,000� 1,700,000�
資 料 保 管 費 20,000� 20,000�

事業費計 10,985,625� 9,283,225� 20,268,850�
②管理費

給 与 手 当 35,000 35,000�
福 利 厚 生 費 150 150�
会 　 議 　 費 0� 0� 14,000 14,000�
光 熱 水 料 費 10,000 10,000�
通 信 運 搬 費 5,000 5,000�
旅 費 交 通 費 0� 0� 64,000 64,000�
租 税 公 課 0� 390,000 390,000�
消耗什器備品費 500 500�
消 耗 品 費 7,000 7,000�
修 　 繕 　 費 7,500 7,500�
総 　 会 　 費 0� 90,000 90,000�
減 価 償 却 費 765,000 765,000�
事 務 委 託 費 0� 0� 480,000 480,000�
損 害 保 険 料 15,000 15,000�
業 務 委 託 費 9,000 9,000�
慶 　 弔 　 費 0� 30,000 30,000�

管理費計 0� 0� 1,922,150� 1,922,150�
0� 0�

0�
経常費用計 10,985,625� 9,283,225� 1,922,150� 22,191,000�

評損調整前当期経常増減額 △�8,990,625 2,236,775 △�1,877,650 △�8,631,500
特定資産評価損益等 0 0
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △�8,990,625 2,236,775 △�1,877,650 △�8,631,500

２　経常外増減の部 0
⑴経常外利益 0

他会計からの繰入額
建物維持引当資産積立 0� 0
経常外収益計 0� 0� 0 0
⑵経常外費用 0

他会計への繰出額 0� 0 0
建物維持引当資産積立 0� 0� 0

0� 0
経常外費用計 0� 0� 0 0

当期経常外増減額 0 0
税引前一般正味財産増減額 △�8,990,625 6,556,775 △�1,877,650 △�4,311,500
当期一般正味財産増減額 △�8,990,625 6,556,775 △�1,877,650 △�4,311,500
一般正味財産期首残高 0 0 0
一般正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
当期指定正味財産増減額 0
指定正味財産期首残高 0
指定正味財産期末残高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 0 0




